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概要

このドキュメントでは、コールを発信した IP フォンの発信者番号に基づいて特定の DS0 ポート
を使用して公衆電話交換網（PSTN）にコールをルーティングするようにアナログ H.323 ゲート
ウェイを設定する方法について説明します。通常、アナログ ゲートウェイに送信されるコールは
、ハント方式を使用してゲートウェイからコールをルーティング必要がありますが、このとき発
信コールをルーティングするためにどの DS0 ポートを選択するかについては考慮されません。多
くの場合、特定の DS0 ポートを特定の IP フォンの番号に関連付けることで、ポートをランダム
に、または「最小のアイドル状態」のようなハント方式に基づいて選択するのではなく、発信コ
ールが特定の DS0 ポートだけを使用するようにすることが推奨されます。

前提条件

要件

このドキュメントに特有の要件はありません。

使用するコンポーネント



このドキュメントの情報は、次のソフトウェアとハードウェアのバージョンに基づいています。

Cisco CallManager 3.x●

Cisco IP フォン●

アナログゲートウェイ(2600、3600、1700、IAD 2400)注：Cisco IOS®ソフトウェアリリー
ス12.2(11)T以降を実行している必要があります。

●

このドキュメントの情報は、特定のラボ環境にあるデバイスに基づいて作成されました。このド
キュメントで使用するすべてのデバイスは、初期（デフォルト）設定の状態から起動しています
。対象のネットワークが実稼働中である場合には、どのようなコマンドについても、その潜在的
な影響について確実に理解しておく必要があります。

表記法

ドキュメントの表記法の詳細は、「シスコ テクニカル ティップスの表記法」を参照してください
。

設定

このセクションでは、このドキュメントで説明する機能を設定するために必要な情報を提供して
います。

注：この文書で使用されているコマンドの詳細を調べるには、「Command Lookup ツール」を使
用してください（登録ユーザのみ）。

ネットワーク図

このドキュメントでは、次の図で示されるネットワーク設定を使用しています。

//www.cisco.com/en/US/tech/tk801/tk36/technologies_tech_note09186a0080121ac5.shtml


特定のDS0グループのT1の設定

コンフィギュレーション

controller T1 1/0

 framing esf

 linecode b8zs

 ds0-group 1 timeslots 1 type e&m-wink-start

 ds0-group 2 timeslots 2 type e&m-wink-start

 ds0-group 3 timeslots 3 type e&m-wink-start

H.323ゲートウェイ着信ダイヤルピアの設定

ゲートウェイの着信ダイヤルピアは、Cisco CallManager IP Phoneから特定のDS0ポートへの発
信コールを受け入れます。

コンフィギュレーション

dial-peer voice 1 voip

 translation-profile incoming DS01

 answer-address 8378

!--- A call from IP phone 8378 matches this dial-peer.

!--- The answer-address matches the ANI of the calling

party. dial-peer voice 1 voip translation-profile

incoming DS02 answer-address 8379 dial-peer voice 1 voip



translation-profile incoming DS03 answer-address 8380

H.323 ゲートウェイ トランスレーション プロファイルの設定

これらのトランスレーションプロファイルは、着信コールレッグに一致する着信VoIPダイヤルピ
アによってトリガーされます。特定のDS0ポートを使用してコールの発信をルーティングできる
ように、着信番号番号ストリームの先頭に番号を付加するトランスレーションルールが要求され
ます。

コンフィギュレーション

voice translation-profile DS01

 translate called 1

!

voice translation-profile DS02

 translate called 2

!

voice translation-profile DS03

 translate called 3

トランスレーション ルールの設定

トランスレーションルールは、トランスレーションプロファイルを使用して、Cisco
CallManagerから送信されたディジットストリームに個別のディジットストリームをプレフィク
ス付けします。ルータは、発信者番号に基づいて特定の着信ダイヤルピアを照合します。この設
定では、Cisco CallManagerで、デジタルゲートウェイを介してネットワークにダイヤルアウトす
るルートパターンが9であることを前提としています。

これは、トランスレーションルールの外観です。これらは、Cisco IOSソフトウェアリリース
12.2(11)T以降で使用される新しいタイプの変換ルールです。

コンフィギュレーション

voice translation-rule 1

 rule 1 /^9/ /19/

!

voice translation-rule 2

 rule 1 /^9/ /29/

!

voice translation-rule 3

 rule 1 /^9/ /39/

これらのルールは、数字ストリームの先頭に数字をプレフィクスとして付けます。これにより、
特定の発信POTSダイヤルピアを照合できます。

発信ダイヤルピアの設定

これは、発信POTSダイヤルピアの外観です。最終的には、ルータに着信する特定の番号xのコー
ルがルータによって検出されます。次に、トランスレーションプロファイルがトリガーされ、ト
ランスレーションルールが実行されて、ディジットストリームの先頭に一意のディジットがプレ
フィックス付けされます。これで、このルータは、特定のDS0ポートから特定のIP Phoneから特
定のコールを送信できるようになります。各IP Phoneには、独自のDS0ポートが関連付けられま
すが、他のIP Phoneでは使用できません。これは基本的に、デジタルDS0ポートをCisco



CallManagerの特定のIP Phoneに「マッピング」します。

コンフィギュレーション

dial-peer voice 19 pots

 destination-pattern 19T

 translate-outgoing called 1

 port 1/0:1

dial-peer voice 29 pots

 destination-pattern 29T

 translate-outgoing called 2

 port 1/0:2

!

dial-peer voice 39 pots

 destination-pattern 39T

 translate-outgoing called 3

 port 1/0:3

発信コールが行われると、ルータは元のディジットストリームの先頭にディジットプレフィック
スを持つ新しい変換後の着信番号に基づいてダイヤルピアを選択できます。この変換を行わない
と、ルータは特定のDS0ポートを選択して発信コールを送信できなくなります。ルータのデフォ
ルト動作は、定義されたハント グループの順序に基づいてコールをルーティングします。

確認

現在、この設定に使用できる確認手順はありません。

トラブルシュート

ここでは、設定のトラブルシューティングに使用できる情報を示します。

トラブルシューティングのためのコマンド

一部の show コマンドはアウトプット インタープリタ ツールによってサポートされています（登
録ユーザ専用）。このツールを使用することによって、show コマンド出力の分析結果を表示で
きます。

注：debug コマンドを使用する前に、「debug コマンドに関する重要な情報」を参照してくださ
い。

show dialplan number 8378：特定の番号に一致するダイヤルプランがあることを示します
（この場合）。8378 .

●

debug voip ccapi inout：変換プロファイルに一致する場合、コールの進行状況を表示して、
適切なforeign exchange station(FXS)ポートが選択されているかどうかを確認します。

●

トラブルシューティングの詳細については、『VoIPコールのトラブルシューティングとデバッグ
の基本』を参照してください。

関連情報

音声に関する技術サポート●

https://www.cisco.com/cgi-bin/Support/OutputInterpreter/home.pl
//tools.cisco.com/RPF/register/register.do
//tools.cisco.com/RPF/register/register.do
//tools.cisco.com/RPF/register/register.do
//www.cisco.com/en/US/tech/tk1077/technologies_tech_note09186a0080094045.shtml
//www.cisco.com/en/US/tech/tk1077/technologies_tech_note09186a0080094045.shtml
//www.cisco.com/en/US/tech/tk652/tsd_technology_support_category_home.html?referring_site=bodynav


   

音声と IP 通信製品サポート●

Cisco IP Telephony のトラブルシューティング●

テクニカル サポートとドキュメント – Cisco Systems●

//www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/tsd_products_support_category_home.html?referring_site=bodynav
http://www.amazon.com/exec/obidos/tg/detail/-/1587050757/002-9901024-1684829?referring_site=bodynav
//www.cisco.com/cisco/web/support/index.html?referring_site=bodynav
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